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10月 4日

1.新  保  経  彦 (東 工大理 ) ある積分不等式につぃて

Dは∞.を含み、境界「が有限個の互に素な解析曲線からなる平面領域とする。このときあるn―

1個の点 (n=Dの 連結度)al,a2,… °,an_1∈ Dを とると次が成り立つ :fを 各aj(1こ

j≦ n-1)で oとなる、HardyttHllDlに属する関数とすれば,

をlfOIldZ I≦eケΓ lfolldζl,
ここで
,は 、Dの

∞を極 とするGree n関 数 gの 等高線 [g=λ ]で ある。又 fが さらに f")= o

ならば、右辺の eλは 1に 置き換えられる。 n-1の 場合は、単位円板での劣調和関数の原点中心の

円周上の平均値は半径の増加関数であるという事 と同 じである。 n>1の ときも証明は初等的かつ

単純である。問題は、fが各ajでoになるという条件が本質的かどうかということであるが、目

下のところ不明である。なお、t aj}はgの critical pointsの集合である。

2  斎  藤  三  15(群 FI調大I) The Dirichlet norrrl and the nOrrn Of

Szego type

先にB er g m a n  n O r mと sze g 6  n O r mの 間に一般化された等周不等式が成立することを述べた

が、他の方向として、たとえば次の型の不等式が成立することが示される :sを 任意の cOmp a c t

b o r d e r e d  R  i e m a n n面 、 id  w ( z i t )を tに 極を もつGree nの 微分 とするとき、∂s上 2乗

可積な境界値 f′(z)をもつ s上 の任意の exac tで ana l y t i cな微分 f′(z) d zに対 して、

//s lf′(z)12 dxdy≦(1/2)/∂slf′(z)dz12/idw(z,t),z=x+iy.
実際には非常に一 般的な命題からの系 としてこれは得 られるが、 この系はRudi n核 のsze g 6型

核における位置を も示す。 ここではある 2つ のSzeg b型 空間の直積 とexac tな Ber g m a n空 間

との関係を核函数 の理論を用いて論ずるわけであるが、とくに解析函数のDiri c h l e t  n O r mは

その直積空間の normで 近似 されることゃ、 s× sの 対角線に沿って零 となる直積空間の部分空間

の直交補空間に属する函数の s ze g b型の積分による表示が可能であることなどが分かる。
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3  小  林  昇  治 ・吹 田  信  之 (東 工大理 )

centers of compact sets

On analyt ic diameters and

平面のcOmpact set K(準 NB)に 対して、

βO=γ O霜 c S u p { l f″
°
一zf′0卜 f∈H∞につ,|l  f l l∞≦1, f O = 0 }

とおく。ここにγ10はKのanalytiC Capacity.infをとる点の集合をcOと
かく。

定理1.f:extrё mal⇒ f′0=0.系 .extremal functionは uniqueに 存在.

定理2 diam CO基 2β O。 次にKが m個 の互いにdisj Ointなc ontinuaから成るとき、

定理 3.C← 0は
一点又は線分 .定 理 ■ m≧ 2つ βO>γ ω .

例 1.Kl⊂ K2で もβ(Kl)>β (K2)と なる例。

例 2 m‐ 2,m=4の ときcに )が
一点でない線分になる例 。以上の結果は s.MinSker提

出の問題のいくつかに否定的解答を与 える。

4 占  部  博  信 (京 都教育大 )Periodic entire ftlnctions of infinite

order which together with their derivatives are prilne

整函数の合成を演算とした分解に関し、周期整函数でprimeな も
のが存在するというG ross

の問題があった。 これに対 してOzawa先 生は位数有限のときにその様な例を与えら
れ、続いて、

B aker―Yangに より位数無限なときに同様な例が与えられた。しかし、
これらの例では、その導

函数がやはりprimeで あるかどうかは不明であると思う。

本講演では、位数無限大な周期整函数で、各階の導函数も含めて、primeな 函数
を例示 したい。

すなわち、

定理.h(z)をh(0)キ0なる整函数で、位数ρ(h(eZ))<∞ ,かつ、あるnOが定
まって、

n≧ n tな る各 nに 対 して h( z )はn位 の零点を持つと仮定 し、 P l z ) (＼
定数)と Q ( z )は多項式

でmは ある整数 として、

F( z ) = h ( e Z )・ e x p [ m z + P ( e ~ Z ) + Q ( e Z ) ]

とする。このとき、Fk) ( z )は_p r i h eである (k≧ 0)。

この定理の証明に本質的なのは、T.K o b a y a S h i氏 の定理 (K5 d a i  M a t h o  S e m o  R e p "

28(1976),33-舒 )と Ying二 U rabeの 補題 (J.LOndon Matho SOC.(2),14(1976),

153-159)で ある。
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5 黒  川  都 史子 (三 重大教育 )on excepti∝ nlly ram ified merOmOrphic

func tiOns

孤立真性特異点の近傍では exceptiOnally ramified merOmOrphi c functiOnsが
存在 し

ないことはょく知られている。ここではper fect‐setで もそのようなものがあることを報告する。

定理 : Eを successive ra tiOs{ξtirl}をもったcantOF Setで 条件 :ξn+1=o(ξ  n5)を
みたすとするならば、Eの 各点を essential singularityと してもちEの 補集合でexceptiOn―

ally ramifiedな 有理型関数は存在しなし、

6 橋  本  有  司 (愛 知工大 ) 2価 代数型函数 にっぃての
一注意

w(z)を 2価 代数型函数とし、"(z)の定義方程式を fO(z)w2+fi(z)w+f2(Z)=0と する。いま、
(fO,fl,f2)を この代数型函数の係数よりつくられる函数系とし、それがdegenerateな 場合を
考える。このとき、 ぁ る周期 2の 楕円的分数 1次変換Aが 存在して、(1)zが wの 通常点ならば、
そこでとる値wl,w2は W2=Awl,C)zが wの 分岐点ならば、そこでとる値wは Aの 不動点、と
なる。なお、これを用いれば、 2価 代数型函数のdefi ciencyおょびP icard cOnstantに 関する結
果 (Ko NiinO― M.ozawa,K5dai Matho semo Rep., 22(1970)お

ょびM.Ozawa,同 ,
17(1965))の 一部が別の視点から証明される。

Z 鈴  木  順  二 (三 重大教育 )・ 戸 田  暢  茂 (名 大教養 )単 位 円内での正則曲
線の特性関数 に対 す る一注意

l z l < 1で の non―deg e n e r a t eな 正則曲線 cに 対する第二主要定理 :

2T。(I)十Tp_1(→}=ρp(r)―ρp(r。)(o<rO<r<1;p=
て、一般的に

「2ρp 04 Kttg TpO+¨電ギ≒)+側(K>
こJこE:0"n⊂ [ヽ口)かっ /E静 <+∞ 隆 D

が成立 してぃる。 (weyl; Ann. Math e S tudies, 12)。

これに対 し,lzl<∞ の場合と同様 に、次の事項が成立する。

定理 le T。 (r)の階数は書等 しい。 1。wer Orderも 同様 .

定理 2。 cの 階数が有限 ならば、すべての rに 対 して、

Vp(r)+{Tp+1(r)一

1 ,… , n - 1 )に おい

1 ,定 数、 r C E ) ,
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2 ρp←)基KlogTp(r)す0(10g TttT)+00).

轟 a iTtt Tlo/bg書 =∞ならば、

_回d轟二電ll■箋藁裁
=∞し=λ‐n,

8 森    正  気 (東北大理 )正 則写像の位数と除外指数
について

'76年
秋の学会で、C'か らPNcへ の有理型写像に対す

るE dreitt FuchSの定理の
一般化につ

いて述べたが、この講演では、C“ から正の line bundleをも
つm次 元コンパク ト複素多様体

(従って代数多様体)へ の正則写像に対しEdFei~Fuchs碇 理
の一般化が得られることについて述べ

る。定理 :Mを 正のline bundle Lを もつm次 元
コンパクト複素多様体、 fを C"か らMへ

の

位数有限な超越的正則写像で f(Cm)は
どのdivisor in lL Iにも含まれない (す

なわち非退

化)とする。そのとき、 もしM上のm+1個 のdi宙sorSう1,・
・・,うm+1∈ ILIで、う

一う1+

。̈十うm+1は normal CrOsSingsか
つδ(5j,f)>0(j=1,一 ,m+1)を

みたすものが

存在 したとすれば、 fの 1 0 w e r  o r d e rは正
である。

9 加  藤  崇  雄  (山 口大理 ) Non― hypeFelliptiC Weierstrass points of

maximal weight

sを genus g(=80r≦ 11)の cOmpact Riemann面 、Pを S内 の点とする。 S上 の第 1

種 abel微分の基底がつくるWronskianの Pに 於
ける零点の重複度をMOで 表わす9Sが hy―

pere lliptiCのときはMIPlの 挙動
は正確に知られている。 Sが non―hyperelliptiCの

場合に

次の事が得られた。(1)0基MIPb≦ (g2_5g+10)/2,C)特
にS上 のある点Pに 対し、平lPI=

(g2_5g+10)/2な らばSは torusの 2葉 の被覆になる。3)(2を
みたすPは 各S上 に高々 2g

-2個 。

lQ 堀  内  龍 太郎 (京 都産大理 )超 楕 円
的 リーマ ン面の正規被覆面 につ いて

超楕円的面の被覆面が超楕円的であるような被
覆については、 Farka s,Accola,MaclaChl―

an,Kato等 により調ドられた ここでは分岐正規被覆
の場合にそのような被覆がすべて決定出来る

ことを

報告する。
一般Iξ超楕円的面w2=fし )が超楕円的面v2=gtz)の

被覆面とすると、破覆写像πは

π(z,w),(u,0=(h lz),klz)w) h,kは Zの 有理関数,と 表現されることが知られ
てい
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る。正規被覆の場合、h(z)は被覆変換により不変である。被覆変換に超楕円的対合が含まれず、従っ
て被覆変換群Gが

一次変換の有限部分群に同型になることから、それがよく知られた5種類の群の場
合を調 べればよt、 その際、Gが ワイアス トラス点の集合を不変にし、偶数位数の変換はワイアス ト
ラス点を固定 しないことに注意すれば、被覆面、底面、G及 びπが決定出来る。

11・ 楠     幸  男 ・谷  口  雅  彦 (京 大 理 ) Remarks On Fuchsian grOups

assOciated with Open Riemnn surfaces

リーマ ン面を、対応するFucks群 が第 1種 か第 2種 かによって、 type I,type Ⅱ と呼ぶこと

にすれば、 type Ⅱ でOABに 属する面の例はよく知られている (Myrberg)。 ここでは逆に次
の結果を報告する。

定理 .Rが O KD'OA° D'0品 のいずれかに属せば、 Rは type Iで ある。特にRの 種数が有

限ならば、oADに 属せば type lで ある。

種数有限な面に対 しては更に次の結果を得る。

定理 .Rが 種数g(<十 ∞)でoAD,g+1に 属せば、 Rは type lで ある。特にo sDに属する平

面領域は type Iで ある。 ここで、oAD,nは 高々n― valentな AD函 数が定数に限るような面

のなす族である。

一方、 type lの 面で も
“
大 きい
"境
界を もつことがある。 たとえば、 sD函 数をもちwidOm

の条件を満たす type Iの 平面領域が作れる。 またPOmmerenkeの 最近の研究 との関連にっして も

触れたい。

12 米  谷  文  男 (阪 大工 )compact bordered Riemann面 上の挙動空間

リーマン面R上 で複素調和微分のデ リクレ内積による複素ヒルベル ト空間の部分空間長 が次の

条件 :(|)長⊂島se(D固定された標準ホモロジ
ー基底 {Aj,Bj}に 対し非零実数対 {aj,bj}が

材 しaj五
特
ω=bjん
jω
'Vω∈長,となる。①長

=裏 =斗 *,を満足するときこれを挙動空
間と呼び、任意の面における挙動空間の存在と りヽ一マンァロッホ型の定理は既に示 した。ここでは

更に、 アーベル型の定理を制限付きの無限因子を許 して定式化する。 ところで挙動空間はよく知 ら

れた調和微分の空間からは構成し難し、 そこで有限個の解析曲線で囲まれた種数有限 の面上このよう

な挙動空間を具体的に与える。そしてヮィェルシュトラス点等の理論が、この境界付きの面上でも

複素的に扱われ得ることを報告する。たとえば周期条件(Dを満足し固定されたパラメーターに関し

境界上で偶函数になっている半完全調和微分の空間は挙動空間の一例であり、ある意味でコンパク
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卜な面上の理論を導く。 |

13 柴 . 雅  和 (京 大理 )‐ 有限連結領域の等角写像 に
つ いて

以下にのべる結果は有限Riemann面 への拡張を容易に許すけれども、簡単
のため平面領域につ

いてのみ考察する。

Dを n(ゝ 2)重連結領域とする。その境界Cl,C2,… ,Cnは解析的JOrdan閉曲線とし
て

よい。よく知られた平行裁線写像定理 (K oebe,6tC。)に関連した結果として、次を報告す
る:

(1)Dは 、 Sw={lwl≦ ∞ }を 高々n葉 におおい、任意の境界成分 γj(j=1,2,…
,n)が w=

0を (端点又は内点 として)含 む虚軸上の線分となるような、 RiemannttZnと
等角同値である。

この際、∞∈ Swに 写るDの 内点 と原点に写るCj上 の点 とは任専に指定
できる。

(I)Dは 、単位円Uw={lwl<1}上 高 々[♀|が
2+3]葉 あ被覆面に、w=± 1を端点に

もつ長さ 1未 満の切 り込みを実軸上にいくつかいれたものと等角同値
である。この際、w=0に 写る

Dの 内点は指定できる。

これらの結果は
一般化されたR iemann― Rochの 定理を、積分の初等的性質、 Rieszの

表現

定理 と併用 して証明される。

14 栗  林  障  和 (中 央大理工 )。 小 宮    要 (山 梨大教育 )Weierstrass

点 とRie mann面 の自己同型について

この講演の目的は種数 3の コンパクトRiemann面 の自己同型をす
べて決定することである。わ

れわれの方法はP2に おけるcanO ńical modelを 作 り、つぎにWeierstrass点 を考察
する。

自己等角写像でWeierstrass点 はWeierstrass点 に移るという初等的な事実を考慮す
れば、

R iemann面 の自己同型を具体的に表示することが出来る。主定理はつぎ
の通りである。

自己同型群の位数        Riemann面 の方程式

(1)16色            y3+x+x3y=0

(2) 96           y4=x(x2_1)

(o  48         (|)η
2=ξ (ξ6_1)

(|)y3=x4_1

に) 3 2        ( | )η
2 =ξ 3 _ 1

( 5 )  2 4           X 4 + y 4 + 2α ( x 2 + y 2 + x 2 y 2 ) + 1 - 0

(o   16             (|)  η
2=ξ 3+2α ξ4+1(α 全マ0,1)

( | )  y 4 = x ( x _ 1 ) ( x― α)
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( i )η 2 =ξ 7 _ 1

( 1 )  η 2 =ξ (ξ2 _ 1 ) (ξ 2 _α ) (α キ
ニ 1 )

y 3 = x ( x 3二 1 )

( i )  η 2 =ξ (ξ2 _ 1 ) (ξ 2 _α ) (ξ2 _ (α _ 1 ) )

|||′  〔iFiff;」1'i:i∫:ililT:;21(12]liメ
)

(D  y3=x(x_1)(x―α)(x― (1-α))

(D′ torus上 3次cyclicなもの。
以上は自己同型群の位数 nが ≧ 6で あるものである。 n< 6の 場合は、 t o r u s上 の c y c l i c
C o v e r i  n gである場合が問題で ある。

注意 : Ro Tsujiが KbAI MATHo sEM.REP。
,27(1976), 271-290で

Riemann面 の自己同型にっいて研究 してぉられるが不十分のように思われる。ゎれわれはそこ
における彼の除外 した場合もすべて調べた。

16  倉  持  善 治郎 (北 大理 )

て

Quasi Dirichlet harmOnic函 数の表示につぃ

Rを ∈ogな るリーマン面とし、uを R内 の調和函数とする。 l ulM=min(M,l ul)と し

轟ミ∞
I≧
鴇 諄
型 =α <∞

のとき、uを ,lo =α なQDHと い うことにする。 G(z)を正調和で sing u l a  rか つQDHの と
きG.Gと い う。

1)全 質量有限なグ リーンポテンシャルの質量が境界にあれば、それはG.Gで あり、この逆 も
成立する。

2)uが QDHな らば、u+≦ ul,一 u≦ u2, ? l ( U i ) =α なるQDHか つQHBな uiが あり

U=Ul ~ U 2 .

ここで、Ui=v i  t t  G i , V iは
,1( v i )基 αなQDHか つQHB , G iは 'l( G i )三 αな sing _

u l a r函 数 .特 にα=o,ぁ るいはRの境界点がグリーン函数の正則点ならば、Gi=0で ある。

16  暴
 坂  行  雄 (北 大 理 )I v e r s e n _ T s u j iの 定理 にっ ぃて

集積値集合についての I v e r s e n―T s t t iの定理に関連 した次の結果を述べる。

Dを z― 平面の領域 (∈ oG)と しヽ Dの 固定 した一 点から出る正則なG reen曲 線で ∂Dの 一点

( 7 )  1 4

(8)   12

(9)    9

00      8

角
い
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bに 終 るもの全体をL6)で 表わし、 E。
ヨ{b∈ ∂DI L l b ) =φ }と おく。

定理 .b。 を∂Dの
一点 とし、Eは ∂D上 の集合で b。

∈E,Eσ ⊂ E,b。

する調和測度 0と す る。このとき、D上
の有界正則函数 w=f( z )に つい

て

獅

K州

誕 摯D一 E■ L愚

° |

∈ ∂DTEか つDに 関

が成立つ。

証明は、 Lが DiriChlet問
題の正則点の場合と非正 則点の場合

に分 けて行 う。

17  黒  田   正
・森   正  気 (東 北大 理 )。 高 橋  英

 則 (一 関工高専 )

Remarks on web groupS

くもの巣群を特徴づける興味ある結果を
得たので報告する。有限生成ク

ライン群 Gが くもの巣群

とは、 Gの 各成分部分群が擬フ ック
ス群であるときを言 う。 ここでは、更

に条件И00法 φを付 け

加えたものをくもの巣群 ということにす
る。

定理 1・ 次の4つ の命題は同値である。(1)Gは
くもの巣群である。 (2)Gは有限生成

でИo tGl=

L2tGIキ φである。3)Gは 有限生成
で L2C)の 各元 λに対 してMIA)‐ SIGlで

ある。(OGは 有限

生成で L21Glキ φでありL2(0の 任意の 2つ
の元 λと λ

′に対 してM(λ)=M(め が成 り立
つ。

定理 2。 Gを L2tOキ φな有限生成 クライ
ン群とする。 このとき、Gの 相異なるくも

の巣の個

数は、 1個 又は可算無限個である。

定理 3. Gを くもの巣群とし、
“∈ρ lGlとする。 {σn}n■ 1を

Gの 全てのセパ レ
ーターの集合

とし、 δnでσnの直径を表すことにすると 二 lδ6は
収束する。

系。定理 3と 同じ状況で
∞を含まないGの 全ての成分の直径の 2乗 和

は収束する。

18 洪   妊 植 (日大理T) 二 重層の
一つの応用

G ( x ,  ξ)〒 X ( 1 -ξ )¨
・
不<ξ , =ξ ( 1 - x )“

・X >ξ

を核とする第 1種積分方程式/ : G ( X ,ξ
) h (ξ) dξ

= f l X )の解が

h txl=一f″tXl一f(0)‐δ
′
は)一f(1)δ

′(1-x)

となることを著者などはかって示した。これを多次元
の場合に拡張する。G(x,y,ξ ,η)を

零境界値条件 における′
=∂ 2 /∂x 2 +∂

2 /∂
y 2の グ リ

ーン関数とし、 Sを 境界とする領域Dに お
い

て第 1種積分方程式

- 8 -



//DG(x,y,ξ,η)h(ξ,η)dξdη=f(x,y)

の解が

h ( x , y )一 石 ( x , y )十
井 毛

fてξ"η s )弁 δ( x― 亀, y一 ηs ) d s

であることを示す。=キは境界におかれた二重層である。

19 二  宮  信  幸 (阪 市大理 )正 型核にっいて

局所コンパクトなハウス ドルフ空間におぃて、k(P,Q)は Pと Qめ 連続関数で、対称

〔k(P,Q)=k(Q,P)〕 、P一 Qに 対 しては∞でぁることが許され、n(P,Q)は Pと Qの
連続関数で、n(P,Q)=一 n(Q,P)で ぁるとする。当然常にn(P,P)=oで ぁる。測
度μとνに対 して

k(μ,ν)=/dμ o/k(P,Q)dν  Q)
とおく。nにつぃても同様でぁる。4つの負でない翠Jtt μl,μ2,νl:ν2があり、μlとμ2の
台は互に共通点のないコンパク ト集合、 νlと ν2の 台 も互に共通点のないコンパク ト集合、/ф l=al≧0,/d μ2=a2≧0,/d νl=bl≧0,/d ν2=b2~1で あるとする。このよう     |
な 4つ の測度に対 して、

I(μl,μ 2,ν l, ν2)~k(μ l―μ2,μ l~μ 2)+k(ν l― ν2,ν l~ν 2)

+2n(ν l― ν2,μ l~μ 2)

なる量を考え、これについて最小変分を試みる。得 られた結果を利用 して、対称な複素数値核

K(P,Q)=k(P,Q)十 in(P,Q)

が正型でぁるための条件をのべる。

別   講   演

戸  田  暢  茂 (名 大教養 )退 化 した関数系の値分布にっぃて

0.序 有理型関数の値分布論の一般化として、代数型関数や関数系あるいは正則曲線などが多く      |
の人々によって研究されている。これらの一般化において、きれいに拡張されたり、あるいは新し
い局面が現ゎれたりして、それぞれに興味ある結果が種々得られている。ここでは、 lzl<∞
における退化 した関数系につぃて、一っの同値関係を導入 し、その応用としてぃくつかの問題を考

- 9 -



えてみたい。

1. 同 値関係 f。 ,fl,一 fn(n≧ 1)を 共通零点を持たない整関数で、関数系 f― (f。,fl,

…
,fn)は 超越的であるとする。そ し

て、Xを f。,fl,… ,fnの C― 係数
の一次結合 (＼ 0)

で一般位置にあるものの集まり ;λを f。,一 , fn間
のC上 の一次関係で

一次独立なものの最大個

数 とする。 04λ ≦ n-1で ある。 gl,… ,gn+1-λ
をc上
一次独立なn+1-λ 個の,Xの

任意の元 としたとき,g=(gl,一 ,gn+1-λ )は 超越的な関数系であり、Xの 任意
の元は

gl,… ,gn+1-λ のC一 係数
の一次結合で表される :

X∋ F, F=α Fl gl+… +α Fn+1-λ gn+1-λ
・

このようなgl,…
。
,gn+1_λ をXの 基 と呼ぶことにする。

補題 1.IT(r,f)一 T(r,g)|<0(1)。

X°をX― {gl,・…,gn tti_ネ}の任意の部分集合とし、次の関係を導
入する ([5]).

定義。 (1)X°∋Hl,H2Se t.Hj=αjl gl+・
十αjn+1-λgn+1-λ '

Hl～五2~310S・ t.αl iOキ0,α2iキ 0・

( 2 ) X° ∋ F , G , F～ G← O F～ Gあ るいは、■Hl ,一 , H s∈ X° S e  t .  F～ H l , H l

～H 2 '¨ °' H s～ G .明 らかに、
“～ "は X Oで の同値関係である。 X°/～

= { X l ,…
,

玲 }(14p≦n+1-1)とおき、At={gi;■F∈魂 se t.αFiキ0},AO=

{田 }:主打
λ

lil山
=At玩 の

写

数 G=L― p)と 定め礼

|)At l∩ At2 =φ (tl■■2);  | | ) t ] (ν t=n + 1 _λである。
以下、gl,…,gn + 1 -λ

およびXOを 適当にとることによって、いく
)つ
かの結果が得られることを報告する。

2. 除外一次結合 新 濃一小沢 ([3])の 結果は、代数型関数の値分布に対して新しい局面をも
た

らした。先ず、その延長線上にある次の結果を述
べる。

定理 1.(1)x∋ ■Fl,… ・,Fn+1+ν ,Gl,・
…
,Gμ (0基ν≦λ

-1)s.

> n + 1 +ν K k  l ,… , D⇒ バ p―D  t tμ≦た ここに、メま{F i } I二
+ν
から基を選び、

, Gμ ( 0基 νl≦ λ) s . t。

一
,μ)⇔μ≦ λ+ (λ

一ν)・

n - 1 ) 。

この応用として、すでに知 られている除外
一次結合の個数についてのいくつかの結果を得る。

n+1+νt。孝≧∫(Fi)十
δGP

巾
Ｇ．
　
時

腱
　
・・・，Ｈ　
　
・λ＋

の
　
　
Ｐ
　
　
ｌ．

一０
　
　
ヽ
Ｈ
　
　
＞ｎ＋

。＜ν　̈
　
∞

る

　

Ｘ

　
　
δ

あ
　
＜

　

　

＋

∝

‐・λ

哺一

¨̈
ν̈ロ

と
昨
　
け

で
　
∋
　
　
δ

鳴
Ｘ
Ｈ

〓‐

残

②

ｎ十Σ

ｌ

く
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3.Cartanの 予想 cartan([1])は λ=o,n-1の ときに、次の不等式を示 し、一般の λ

に対 しても成立するのではないかと (代数型関数に対 して)予 想 した。

Cartanの 予想 :x∋ Fl,… ,Fqに 対 し

けn―λ」)T01とNnイLぃりIS krλ
Sung(L4♪がその学位論文でこれを証明したと言われていたが、正しくはなかった。
q=n+λ +2の ときには成立することを述べる。x∋ VFl,・・・'Fnttλ+2と したとき、
Fn+1-スはXの基でぁるとしてょく、gl,…,gn+1-λの代りにこれらを用い、文0

斗
よ
　
　
　
　

，̈

で

　

　

，

一」　　「Ｆ．　　〓{Fn+2-λ
,…,Fnttλ +2}と とる

補題 2. p=1, ν 。
=o。 ([6])

定理 2。 q=n tt λ +2の とき、c

系 ■
,三 I t ( F i )基

n  t t  λすれ

nの 予想は正 しい。 ([6])

“
等号
"←
⇒ giO δ (F iO)=0,δ (Fi)=1

ａ

　

　

　

　

ｏ

ａ
　
　
　
　
５

。 このとき、

(iキi。)([6])。 なお、定理2で
“
n+λ +2"は 一般には減らせない。

4。Nevanlinneの 定理 「f(z)をlzl<∞での超越有理型関数、ai(aを lzl<∞ での有理型
関数でT(r,ai)=。 (T(r,0)(r→ ∞)な るものとしたとき、 (1-0(1))T(r,f)<

こ 1長
(Lけ ギ 十帥 。n的 袖 hmHDに よって与えられ篠 。

一般の個数の場合にはまだ知 られていない。ここでは、この定理を関数系の場合に拡張することを

考える。c(f)={a(z);lzl<∞で有理型かっ T(r,a)=0(T(r,f))(r→ ∞)}と し、C
の代りにC(f)を用ぃ、文, スに対応するものをXf,スfとする。このとき、定理2の証明方法が応
用できて、

定理 3. x f∋ F l ,…・, F n +λ
f + 2を
任意にとるとき、

C―出》T←,oせ 《n一λfに1叩 +s→
を得る。

〔1〕 H.cartan:Mathematica,7(1933),5-31。

〔2〕 R.Nevanlinna:Le th6orё me de Picard― BOrel……c Paris,1929。

〔3〕 K o NiinO―M.ozawa:K5dai Mathosem.Rep., 22(1970), 98-1133

178-187。

〔4〕 c.sung:DissertatiOn, 1975。

〔5〕 N.TOda=Nagoya Math.J.,66(1977),37-52。

〔6〕 N・Toda.3(tO appear)。
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10月 5日

2 Q  渡  辺  公  夫 (筑 波大数学 系
)TWO一 dim e n s i O n a l  q u o t i e n t

a n d  i n t e g r a b l e  d i f f e r e n t i a l  f O r m ss i n g u l a r i t i e s

n w n e r i c a H y  e q u i v a l e n tな
因子 とする,す なわち任意のA iに

対 してK , A i = (Σ
j二1

城itピ{l1111li讐ち塁I:∬ti事風亀ませ[」〔:鼻ユ璽_
間をL2/n(u_{″ })と 表わす。 但

しK=Ku_{″ }とする。特異点
″の多重種数をδm=dim

(m≧ 1)で 定義する。このとき、次
の定理が

Γ(u一{″},E)GJK))/L2/1n(u一{″}),

証明される。定理 .正規二次元特異点 (X,″ )に
関 して次の性質は同値である。

(i)(X,″ )は商特異点である。(lD す
べてのjに対して、Ajは 非特異有理曲

線であり、-1

<λ
j∠
0である。0)任 意のm(翌 1)に対してδ伍

-1で ある。

21.吉  永  悦  男 (横 浜国大教育 )・ 鈴 木  正
 彦 (筑 波大数学系 )On the

tOpological typeS Of Brieskorn一
Pham type Singularities

我々は、 Milnorに よりquasihOrnogeneouS Singulari tiesに
対して定義された chara―

c t e r i s t i C  p o l y n o m i a lを 用いて次
の定理を示した :

定理 .二つのBr i e s k O r n―P h a r n  t y p eの
多項式

( x ,″ )を 正規二次元特異点とし、

π
~ll a lは
有限個の既約成分Aj( j - 1

f=zβ
l+・・・・……・・十zin

g=zPl+…………+ZRn

r e s o l u t i O nと する。π : x→ xを そのm i n i n m  l

〆 つ からなる。Σ
I判 角
A jを 又硼 範 線束K又 に

a l≦ …
………≦ a n ,  a i∈ N

b l≦ ……
……≦b n , b i∈ N

の定義するc'の hypersurfaCesの top01ogical typeが 等 しいならば、

1 ,…。, n )が いえる。

上の定理で f , gを ( 1 ;芸
1 ,一
,七 ) , ( 1 ; t ,一 , t )型 の q u a s i h O r n o g e n e o―

usと み ると上の定理は 「B― P typeの
singularitiesの topological typeSが 等 しけ

しか し、 characteristiC polynornialを
ればそれ らのw e i g h t Sも 等 しい」 と

みなせ る。

a i :  b i  ( i :

-12-



使った議論では一般の is01 a t e d  s i n g u l a r i t yを もつ quas i h c m O g e n e o u s  s i n g u l a r―

iti e sに 対 して上の定理の類型を証明できないことが実例でゎか ってぃる。

22 大  沢  健  夫 (京 大数理研 )wea k l y  l― cOm p l e t e  m a n i f 0 1 dの

emb e d d i n gに つ いて (反例 )

Xは wea k l y  l― cOm p l e t e  m a n i f 0 1 dで 、その上にpOsi t i v e  l i n e  b u n d l e  Bが あ

るものとする。 このときxの 任意の cOmp a c t  s e t  Kに 対 し次のような自然数mが 存在する。す

なわち、 「 (K,W )の 元 s。,… ,sNを 適当にえらべばそれらの連比 (s。 : ・̈: s N )は Kか

らPNの 中への一対一正則な写像を与える。 これは中野の消滅定理を応用 して示すことができるが、
ではスタイン多様体のC●へのうめこみ定理のように上の命題 |こおけるKを xに おきかえたものが

成立するかどうかはBが pos i t i v eで あるというだけでは答は nega t i v eで ある。次の命題を

用いて反例を作る :is0 1 a t e d  h y p e r s u r f a c e  s i n g u l a r i t i e s  V i , i - 1 , 2 ,…
,

di m  V i = 2を 与えたときcβからCへ の正則写像 夕が存在 して 9-1( o )の特異点 χl,χ2,… にお

ける¢
~1(0 )の
芽がviの 特異点における芽に同型になるようにできる (B.s t r e h l )。

2 3  大  沢

e x c e p

夫
　
ｎａ

健
　
ｔｉ

京大数理研 )法 束が semi― negativeで ない

embeddingの 例

複素多様体 xと xの コンパ ク ト複素部分多様体Aが 与えられたときNA/X ( Aの Xに おける法束

)は Aの 近傍の関数論的な性質を反映する。 とりわけ顕
1著
なのはGrau e r tの 定理 8「 もしNA/X

が
“
sch w a c h  n e g a t i v "な らばAは Xに おいて exce p t i O n a lで ある。」でぁろう。彼は同

時にこの定理の逆は成立 しないことも反例によって示 したが、その例においてはNA/Xが Sem i―

neg a t i v eに なっているので次の命題が疑間として残 ってぃた。すなわち、Aが Xに おいて

exce p t i O n a lな らばNA/Xは Sem i ~ n e g a t i v eで あぅか。 ここでは、この疑間に対する否定

的な解答を与える。反例はPlを 余次元 2の exc e p t i O n a l  s e tと して含む複素多様体 Jで
NP1 / J二 H① H~3な るものを構成することによって与えられる。ただ し、Hは 次数 1の 直線束を
あらわす。
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24 酒  井  栄  ― ・張 田  珠  潮 (金 沢大理 )変 数混合型 HartOgs一
〇Sgood

の定理 について

“
D⊂ Cnを 連結な境界 ∂Dを もつ有界開集合とするとき、 ∂Dの ある近傍

で正則な函数はD内

にまで一価正則に解析接続される
"と
いうHartOgs OSgoodの 定理を変数混合型の場合に拡張

するのが目的である。

定義。開集合D⊂ Cn× Nnに おいて定義された函数 fで次の条件を
みたすもの全体からなる族を

FOとする=各点(z°,uO)=(zl,…,zh,ul,…,:u‰)∈Dに対し、複素近傍c(z°,u°
):={(z,

w)∈Cntm;lzk―Zkl<rk,lwj―ull<Si,k=1,2「
…,n,j=1,2「̈,m}があ

って、固定された各点 (c,ξ )∈ C(Z° ,uO)∩ (Cn×∬→
⊂Dに対して、

( | )  f ( ζ
l , ・

・・
, ζ k _ 1 , Z k ' ζ k H ' ・

・
; C n , ξ l , ・

・
ち ξm ) は { Z k ∈ C ; I Z k 一 Z °

k l < r k } で

Z kに ついて正則 ( k = 1 , 2 ,一 , n )。

GD f(ζl,¨
・,Cn'ξl,…

・,ξj_1,uj,ξj+1,…;ξm)は {乃

おける正則函数に解析接続される (j=1,2,…;m)。

定理 .コ ンパク ト集合K⊂ C n× R m ( 1≧ 1 , m≧ 1 ) ,そ
の境界

近傍をU⊂ C n x R mと すると、 f∈ F Oに 対 し、 f∈ F ( U U K )

る。

25 高  瀬  正  仁 (九 大理 )分 岐領域 の
一般化 につ いて

∈C : l w j一 u l  l < S j }に

∂Kは 連結 とする。 ∂ Kの 開

が存在 して、 fl U = fで あ

Generalized raFnified doFnainを 構成 し、正則包の概念を
一般化する。任意の gene一

ralized ramified doFrlain(D,9)に 対してその正則包の存在を証明する。次に、通常の

擬凸分岐領域 (D,9)を 与えたとき、 generaliZed ralnified dornainの categoryで

の正則包を利用することにより、Dを Open denseに 含むGrauertの 意味の K―complete

complex scheFne S(Dを 構成する。 2次 元の場合はSOは Kernerに よる K― hu Hに
一致

することを証明する。

26 佐 々木 健  治 (久留米大附設 )・菅 原  宣  子 (福岡工大 )・濃 野  聖  晴

(福 岡教育大 )積 空間における有理型関数族の接続

Sを Ste i n多 様体 ,{Pi : i∈ I}を 有限次元の複素射影空間の必ず しも有
限でない族 とし、

積空間X〒 SX i t t I P i上 の被拡領域 (D,′ )に て有理型関数の族 F一 {mk : k∈ K}を 考察す

る。まずMalg r a n g e  C e c t u r e  N o t e , T a t a  l n s t O ( 1 9 5 8 ) )の 方法で、族 Fに 関する (D,

―-14-



夕)の 有理型被 (γF,3F,7F)を 作成する。我々の結果は =Iの 有限部分集合Hと 有限次元

?多
様体 s lこ

聟
、
上の被拡領域 (∠ ,夕)が あって′は s t e i n多 様体でぁり

■
=∠型1_HPi

が成立する。 これはKajiwara′―Kazama(Mem.Fac`Kyushu univ。 ,25(1971))の 結果の一般化でぁる。

27 年 々木 健  治 (久 留米大附設 )・菅
辱 宣  子 (福 岡工大 )・濃 野  聖  晴

(福 岡教育大 )積 空間における弱 Poincar`問 題

有理型関数の商表示につき、HitOt.matu―KOta math.Ann。,125(1952》ではstein多
様体は弱POincar6型 でぁり、Kajiwara―Sakai伽 .M.J.,29(1967))ではstein多 様体上
の被拡領域は弱POincar6型 でぁる。更にKajiwara(Mem.Fac.Kyushu uni■

,22(1968)
)で はPnの 上の被拡領域 (ρ,9)は ρ上の有理型関数がすべてPnに 接続されるか、弱POin―
car6型 でぁるかのいずれかである。ここでは、前述の被拡領域ρ上の任意の有理型関数mに 対し
てρの有限開被覆 {ρλ}があって各ρλ上でmが 正則関数の商gλ/hλ

で表されることを示す。

これιまKajiwara一Kazttmい たm.FacoKyushu Univ.,25(1971))の
精密化と一般化でぁ

る。

2 8梶 原 壌 二 ・西 原

岡の原理による特徴付け

賢 (九 大理 ) 2次 元 Stein多 様体のStein領 域の

Kajiwara Kazarna[]ぬ th.Ann"204(197Э ]は 2次元のstei・n多 様体sの 開集合ρ
は、複素LlettLが あって Hl(ρ ,AL)=0が 成立すればsteinで あることを示 し、その際
岡の原理に関するGrauert[Math.Ann.,135G958)]の 定理が最良であることを述べた。
今春Kajiwaraは KOji shigaと Grauertの 仕事につぃて語り合い、上の事に言及した折′
Garuertの 定理の逆が成立するかとぃう質問を受けた。 shigaの 質問に対する肯定的解答を
与える。E二 (0基 r≦∞)お よびALを 、それぞれ、Lの 中へのCr級 おょび正則写像の芽あ層
とし、 jr: Hl(ρ ,AL)→ Hl(2,E二 'を 自然な写像とする。

定理 .次の命題は同値でぁる。

(1)2は stein多 様体でぁる。

(2)す べての複・素Lie tt Lに対 して j。1ま双射である。
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(3)複素Lie ttLがあつてj。は単射
である。

(4)複素Lie tt Lがあつてj∞は単射
である。

29 梶  原  壊  二 (九大理 )高 次元 Stein多
様体のStein領 域の岡の原理による

特徴付け

stein多 様体Sの連続な実余1次元の境界を
もつ開に対してKajiwara[Kδ dai MOS・ R.,

26(1975)]は 複素Lie tt Lがあって、S内
の任意の解析的多重円板Pに対してHl(ρ ∩P,

AL)=0が 成立すれば、ρは,tein多
様体であることを示した。今回は次

の定理をえた。

定理 .次の命題は同値である =

(1)ρ はStein多 様体である。

( 2 )すべての複素Lie tt Lとす
べての解析的多重円板Pに対してj。: Hl(ρ∩P,AL)→

Hl(ρ∩P,EL)は双射である。

(3)複素Lie tt Lがあってす
べての解析的多重円板Pに対してjOは単射である。

(4)複素LiettLがあってす
べての解析的多重円板Pに対してj∞ :Hl(ρ∩P,AL)→

H l (ρ ∩P,E L )は 単射である。

この定理はGrau e r t〔 Mat h・ Ann . , 1 3 5 ( 1 9 5 8 )〕
の定理がこのような開に関する限り

逆が成立することを示 し、志賀浩二教授の質問
に対する肯定的解答である。

3Q 梶  原  壌  二 ・高 瀬  正  仁 (九
大理 ) 2ト

ーラスの積多様体の消滅 コホモ

ロジーを もつ領域の Stein性

m次 の正方行列xは 、正則行列 Pが あっ
てPXP~1が 整元の対角行列である時、純整

という。

次の定理をえた。

定理 .Tl,T2を 1次元の複素 ト
ーラス ,Xを その積多様体、ρをそ

の開とする。Lie環 が非

零純整行列xを もつような複素線形群Lが あ
つてHl(ρ ,AL)=0が 成立すれば、ρは

stein多 様体である。

系.自然数mがあって Hl(2,AGL価 ,C))=0ま
たは Hl(ρ,AsL価 ,C))=0が 成

立すれば、 ρは Stёin多 様体である。

証明の筋書 . Ka i i W a r a [ M・ F.S . K y u s h u  U n i v。
,32 ( 1 9 7 8 ) ]に よればρはハイバ

ー

を含まぬ擬凸開である。Tiを 円板の商 と
みなす と、境界関数 dが 定義され εだけ削

ったρ(c)は

擬凸である。TiをCU{∞ }上の有限葉分岐被覆とみなす
とXの性質より岡の形状ρ

′が作成

できてGr a u e r t [ A n n心 ねth・,6 0 ( 1 9 5 8 ) ]の
意味で強凸であり、Re― er t [ C・ R .
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P a r i s , 2 4 3 ( 1 9 5 6 ) ]に 帰着させるとst e i nで ぁる。

ある。

これらで内から近似されるρもそうで

3 1 .石 村 隆 一 ・徳 永 章 司 ・豊 岡

大域的切片によって芽が生成される領域

学 ・古 島  幹  雄 (九 大理 )

S t e i n空 間に対するOk a―C a r t a n― s e r r eの 基本定理の逆につぃて定理Aに つぃてはwa k a―
b a y a s h i [ J o M o s . J・ , : 9 ( 1 9 6 7 ) , 4 8 9 - 4 9 2 ] ,定 理 Bに つ ぃては se r r e [ C 0 1 1。 F . P . v .
Brussels(1953),57-68],Laufer[Ann.Nhth、

842(1966),lo2-118],Kaji―

Wara■ Kazttm[]唯 ‖ h.Ann.,204(1973),1-12]が ある。本講演ではGrauert[Math.

Ann。,133(1957),139-159]の 定理 7aに 関連 して、これらの中間に位置する次の問題を考
える :xを 複素空間、Yを Xの 開とし、xの 点 xが 定めるイデアルの層を Ixと し、次の条件を考
える 80(x,Y) X~Yの 任意の点 xに 対 して、HO(x,Ix)は HO(Y,0)上 HO(Y,Ix)

を生成する。 さて、Ax=∩ {y∈ x l Flyl-0,F∈ HO(x,Ix)}と おく。

定理 .xの Renmert reductiOnが 多様体であるとき,o(x,Y)が 成立するための必要十分

条件はYが正則凸で ,Ax∩ Y=φ (x∈ x― Y)が 成立することである。

32 石  村  隆  ― ・徳 永  章  司 ・豊 岡   学 ,古 島  幹  雄 (九 大理 )
Grauertの 一定理にっぃて

Rを Stein空 間、R*を Rの 相対コンパクトな正則凸開集合、voを Rを底とするvectOr
bundleとする。Grauert〔Math.Ann.,133(1957),139-159〕は定理7aにて次の
定理を示 した :有限個のvoの 正則な切片Hl ,H2'‥ ・'Hqが あって、すべてのR*上 のVω
の正則な切片 Fは R*上 の正負り関数 fl,f2'… 'fqを 用いてF=Σ fjHiと 表 さⅢる。 Grau―
ertは この定理の証明に基本定理A,Bか ら導かれる前講演の0(R,R*)を 用いてぃるが、本
講演ではRが Stein多 様体であれば、R*の 正則凸性は必要でなく、Rの 任意の相対 コンパク ト
に対 して上の定理は成立することを示す。

3 3  宮  嶋  公  夫 (鹿 児 島 大 教 養 )正 則写像の変形に於ける倉西族の存在にっ
いlC

f = X→ Yを 、コンパク ト複素多様体xか ら複素多様体Yへ の正則写像とする。固定 したYへ の
正則写像の変形族におぃて、F:Hl(x,ox)→ Hi(x,f*oY)(i=1,2)に 関するあ
る条件の下で、倉西族の存在が、堀川〔J.Math.soc.Japan,26(1974),372-396〕 に
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より証明されている。この
一般化 として、次の結果を得た :任意の正則写像 f:X→ Yに 対 し、

こ

れを中心 とする倉西族が存在する。そのパラメ
ータ空間Tは 次の様にして実現される。正則写像 h

:Hl ( X , 8° )⊃ W→ H2( x , 8 0 )が 存在 して、T=h~ 1 ( 0 ) (た だ し、 Hl( X , 8 '° )

は複体 8'8 0刊 Ox→ f*⑭ Y→ 0に 関す
る i tt h y p e r c o h o r n o l o g yを 表す 光

34 若  林   功 (東 京農工大 )P2_curveの 対数的小平次元

Cを P2の 既約曲線とする。 So l i t a k a , F o S a k a iに よる
一般論によれば、P2_c  の 対数

的小平次元 7(P2 _ c ) _ 2で あれば、 P2_c  の 解析的自己同型群は有限群になる。 glCl = Cの

gen u s ,■
=Cの 次数、とすると次が成立する事を示す。

定理.次の(1),(1),(lDのいずれの場合にも
″(P2_c)=2と なる。

(1)g③ 翌1,n≧ 4。

(Ⅱ)g10=0で 、Cは少なくとも3つのcuspを持つ。

l■l g ( C l = 0で 、 Cは 少なくとも2つ の特異点を持ち、少なくとも
1つ は局所可約な特異点。

又、

lVl g l C l = 0で 、 Cは 2つ の cuspを 持つならば、
″(_P2 _ c )基 0。

35 野  口  潤 次郎 (広 島大理 )

s o r n e  s u r f a c e s

Rigidity of holomorphiC curves in

Bを 準アーベル多様体A内 の
一般型曲面 とする。 このとき、次を示す。定理 1.イ)Aの 閉部分群

の平行移動でBに 含まれるものの全体府は有限族
;口)自 明でない正則曲線 f:c→ Bの 像は必ず、

ある3の 曲線に入る。

Vを複素準射影的非特異代数多様体、T10を V上 の対数的1次型式のつくる線型空間とする。

定理1より次が分る。定理2.dim V=2<dim T1 0と すると、正則曲線f:C→ Vは必ず

代数的退化である。注 .Vが 完備なとき、これは落合氏により示されている。 dim  V < d i m

T 1 0な る条件だけで同様の結論が得 られることが予想される (Blo c hの 予想の
一般化)。
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男J

大 槻   真 (千 葉大理 )対 数的接続に附随するc hern類 の公式にっぃて

:.複 素多様体M上 の正則ベクトル束Eに 、高 一々位の対数的極をもつ有理型接続Dが 与えられ
るとき、Dの 留数とEの chem類 との間に留数公式が成立する。ここでは、その公式の説明と、
若干の応用及び問題にっいて述べる。

2.Dの 極を zと し、zに ついて次の性質を仮定する :(H.1)zは nOrmal crOssing

』1■1撫髪:電1私Ii,Tγ意]]′了た1遭』17il韮分
可能であるとする。

J=(jl,…。,jk)∈ Nkに 対して、jl,…,jkのうちに、丁度p個の異なる添数j誇,…,jp*が
あるとすれば、J*={jl * ,…,jp*におきヽjlギがJ内に現われる回数をamとする (1∠m∠ p)。

演講特

p
Z」*L∩ Zj藍 は｀Mの 余次元 pの 部分 多様体で、 zJ* Z∫載をその連結成分への分解とする。

Ｈ
Ｙ

ｌ

〓

次のことはょく知られている:

i) Dの zjに沿う留数 :Re s j  D ,が、End  E I Z jの 正則切断として定まる (D e l i g n e〔4〕)。
||) c k { Dを k次 のche r n多項式、ck( A l ,・・・,Ak )を その完全極形式とすると、 J=

譜裏亀IIE■.FよI::|:郵l理翼L:lellil・&鷺111)[1れ
の正

この時次の定理が成立する。

定理 .Hk(M,2k)に おいて、

O  C k O =← 1 )、

L k [平
{ C k ( R  e s」Dメ リcメ z典

) ) }誤

l c K t t P a m - 1 ]

が成り立つ。ここで、cp{り は、余次元 pの 部分多様体Wの 定めるHp(M,ρ p)の コホモロジー

類。

3.注意.i)一般にCk(Res J D)(i)はiによって異なる値をとり、それ自身興味深い事であ
る。 これが iに よらない場合、( 1 )は次のようになる。
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連結ならば、Res jDの 固有値をαil,・
・・'αjq(q=ratt E)と

おき、α

② C k l E I = ( - 1 ) kΣ    C k ` R e s  J D )」
駒
(Z j m )・

jl,‥
・
,jk∈ N

II)Eの Atiyahの 意味でのC hern類を、C IEl∈Hl(M,ρ
l(End E))と おくと (Atiyah〔1〕〉

° CC ) ~健
N  R e s j D  C l ( Z j )

が成立することは容易にわかる。ただし、右辺で Res j Dは End EIZjの 正則切断としてでなく、

M上 の End E一 値カレントと解釈 している。形式的に式(3をC hern多項式cklA3に代入すれば(1)

を得るが、その正当化は難しく(1)式は、両辺がM上 のカレントとみてコホモログなることを直接示

すことによって得られる。

以下ではDは 完全積分可能とする。

4. i)H irzebruchの 形式的c hern roots.

Dが 積分可能ならば、Res jDと Res kDと はZj∩ Zk上 で可換になる。各Z」(J∈ Nk)が

:と
α
lと
が]Ч こ

対応する固有値であるとすれば、(2式は次のようにあらわされる :

ctOll卜11煙
ξiCl(Zj)t)

ただし、Ct O=庭
OCk③
 t卜はbtd C“rn chs銚これは、

弓延襄

・̈
, q )が 、 Eの 形式的cher n  r o o tと よばれ るものをH■(M,″ )内 で実現 して

いることを示

している。

ii)d i m  M - 1 , M :コ ンパ ク トの場合。(2)式はコンパ ク トRiem a m面 上のFuch s型 微分

方程式のFuchsの 関係式とよばれるものに他ならない。 (To SaitO〔 5〕)

ill)Rie m ann― Hilbert問 題 との関連。
一般に複素多様体Mと その因子 z、 基本群 71(M― Z)

の表現ρ :π l(M一 Z)→ GL(q,C)が 与えられたとき、M上 の正則ベク トル束Eρ と、 Zに 高

々一位の対数的極をもつ完全積分可能なEρ の接続Dと が存在して、Dの 水平切断が表現ρに附随

する乗法的函数になるようにできる (Deligne〔 4〕)。 この定理と式O)とから、たとえば次の結

果が得られる。M:proj.alg o manifold,Z:Smooth irreducible di宙 sorで 、ClC)2

■Ю in H4(M,Q),γ を πl(M一 z)の 元で、 Zを 1回 まわるものとするとρ(→
∈ GL(q,C)

の固有値は 1の 巾根である。

5。 問題・ i)Mが コンパ ク トでない場合 (Dは 積分可能)、 式(1)が、 H2k(M,c)に 於いて

成立するか。

ダ

ス

α:Cl(Zj)(i=1,

一

" ―



l i ) M , Eが 与えられたとして対数的極を もつ Eの 接続が存在するか (積分可能でなくてよい)。

面)② 式は、 K一 理論の意味で表現 ρ:π l飩 一z )→ G L ( q , C )を 記述す乞数α
l ,…
ちα
:

(j∈ N)の 間の関係式であるとみ られるが、 この関係式は十分条件にはほど遠 い。その十分条件

を求めること。

Ⅳ)Z」 が連結でない場合 ,ck(Res JD)が ZJの 成分上で異なる値をとることは、そのモノ ド

ロミー表現においていかなる
“
ねじれ
"を
表 しているのか。

V)Dの 極を高々一位の極に限らず、よリー般にした場合の留数公式を求む。 HeFrera~

Liebermanに よって留数を一般の場合にも定義することは可能であるが、その計算は容易でない。
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